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―京郊の歴史的風致― 

⑴ 舟運を支えた地域 

この項では，豊臣秀吉により城下町が形成され，その後舟運により発展を遂げた酒

造でも知られる伏見とその周辺の地域についての歴史的風致を示していく。 

 

ア 伏見とその周辺の歴史 

(ｱ) 豊臣秀吉，徳川幕府による城下町の建設 

京都市の南東部に位置する伏見地域は，万葉集にも詠まれるなど，古い歴史を

有する地域である。既に平安時代から淀川の舟運と陸路で京都と大阪を結ぶ物流

の中継地としての役割を果たしてきた。 

この伏見のまちが大きく変わったのが，豊臣秀吉による伏見城の築城と城下町

の建設である。伏見の城下町の建設は，豊臣秀吉が伏見城を築いた文禄３年（１

５９４）から始まる。城下町の建設に当たり，秀吉は伏見に水陸交通の機能を集

中させるため，周辺の地形を大きく変える大土木工事に着手した。文禄３年，秀

吉は直接巨
お

椋
ぐら

池
いけ

に流れ込んでいた宇治川を槇島堤によって分離北上させ，伏見城

下に引き入れた。また，三栖から淀に至るいわゆる太閤堤
たいこうづつみ

を築造し，宇治川を

西流させて淀川へと直結させた。 

文禄５年の大地震により伏見城も城下も壊滅したため，改めて城下町が再建さ

れ，城下は，東西４km南北６kmの広大な地域に及び，碁盤目状に整然と区画さ

れた。「四つ辻の四つ当たり」と呼ばれている東本願寺伏見別院前の道路のほかは，

城下町特有の遠見遮断や袋小路が見当たらず，またその区画のほとんどが全国六

十余州の大名たちの屋敷で占められていた。町人地は街道沿いや濠
ほり

川
かわ

（外堀）の

西側に配され，とくに大和街道沿いにあたる京町通りは往来する人々で賑わって

いた。現在の伏見の市街地は，この城下町の都市構造が基盤となっている。 

この伏見城が廃城になり，それにか

わって徳川幕府により新たに淀城が築

城され，城下町が建設された。淀は，

宇治川・桂川・木津川の３川が合流す

る付近に位置し，早くから軍事上，交

通上の要衝として知られたところで，

１０万石余を擁する淀藩の城下町とし

て賑わった。しかし，淀城は，慶応４

年（１８６８）の鳥羽・伏見の戦の際

に炎上し，天守台と本丸の西・南側の石垣，内堀の一部等が残るのみである。現

在は，淀城跡公園として整備され，市民の憩いの場となっている。また公園の北

写真2-109 淀城跡の石垣 
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側は明治時代に水垂より移された与杼
よ ど

神社（拝殿：重要文化財）の境内になって

おり，淀城跡と相俟って
あ い ま っ て

歴史的な雰囲気を醸し出している。 

(ｲ) 高瀬川の開削による港町としての発展 

江戸時代に入ると，京都の豪商・角倉了以
すみのくらりょうい

が，慶長１９年（１６１４）に高

瀬川を開削した。これより高瀬川を通じて伏見から京都へも舟で輸送できるよう

になり，舟運による物流の拠点機能が高まり，港町として，そして水陸の交通の

要衝にある宿場町としてさらに繁栄することとなった。この当時，淀川を伏見か

ら大阪まで往来していたのが十石船や三十石船で，それらが舟運の中心的役割を

果たしていた。 

 

イ 伏見のまちと酒どころ 

かつて伏見は「伏水」と表され，良質な地下水が豊富なところとして知られてい

た。現在も近郊の祭礼行事の中心社として広く信仰を集めている御香宮
ごこうぐう

神社は，平

安期，境内から病気に効く香水がわき出たため清和天皇からこの名を賜ったといわ

れている。文禄３年（１５９４）から始まる秀吉による城下町の建設以降，この良

質で豊富な地下水，そして舟運などの物流機能，城下町・宿場町としての発展によ

 

図2-64 伏見と淀 

淀祭 
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る酒の需要の高まりなどを背景に，伏見の酒造は盛んになり，江戸初期から本格化

した。天保１２年（１８４１）に刊行された「泰平伏見御役鑑」には，明暦３年（１

６５７）における酒造屋株の存在が記されている。 

伏見の酒が飛躍的な大発展をとげたのは，明治以降である。酒の腐敗防止のため，

当時はまだ珍しかったビン詰めの商品に力を入れたり，汽車を利用して東京への売

り込みに努めたりするなど，数々のアイデアと努力が実を結び，全国に流通するき

っかけをつくった。 

伏見では今も京都を代表する銘酒が数多く造り続けられている。伏見区内の南浜，

板橋，住吉を中心とする区域に多くの酒造会社が点在しており，大正時代に建造さ

れた月桂冠旧本社・黄桜酒造（清酒工房）・松本酒造などの歴史的建造物では，現

在もなお店舗や工房として営みが受け継がれている。冬季に伏見のまちなかを歩い

ているとどこからともなく新酒の香りが漂う。 

また，現在，伏見にある多くの蔵元が伏見酒造組合に加盟し，酒造仲間の心意気

を受け継ぎながら積極的に活動しており，約４００年の歴史をもつ伏見の酒造の歴

史などを紹介する記念館を中心に多くの酒蔵が並んでいる。 

伏見の酒は，きめの細かいおだやかでソフトな風味を特徴としている。これは主

として低温長期のもろみ発酵と，発酵末期に四段仕込みを活用することによって生

まれ，洗練された京料理とともに発展してきた。 

素材の風味を生かしながら，しっかりと味付けされた京料理に合う酒として，コ

クがあり，きめの細かいソフトな風味がはぐくまれてきた。 

伏見の蔵元の杜氏たちは，越前・丹波・但馬・南部・広島等様々な地域からやっ

て来る。こうした多流派による技の競争が今日の伏見の酒質を作り上げてきたとも

いえる。 

この酒造が行われている伏見のまちは，秀吉の城下町の都市構造と，かつて水運

を担っていた高瀬川や濠川などの水路網が骨格となっている。現在，かつての水運

の賑わいを復元しようと，期間限定で十石船と三十石船が宇治川派流を運航してお

り，水路から酒蔵や歴史を

感じさせる風情を楽しむ

ことができる。 

また，町家と酒どころ伏

見のシンボルでもある大

規模な酒蔵が好対照を見

せて建ち並ぶ佇まいが特

徴的なまちを形成してい

る。 

 

図2-65 伏見の町並み 

伏見祭 
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特に酒蔵は，大規模な建造物でありながら，妻面が見せる深みのある陰影，漆喰

壁，焼板壁及び瓦屋根などが独自の風情を醸し出し，酒どころとして近代から今日

まで生き続けている伏見の人々の気概をうかがわせている。これらの酒蔵は，鳥羽

伏見の戦いで酒蔵のほとんどが被災したため，明治以降，地下水をより有効に活用

するため最良の地下水が湧き出る現在の地に構えられたものである。 

   

写真2-110 酒蔵の町並み         写真2-111 十石舟 

  

ウ 伏見やその周辺の祭礼行事 

御香宮神社は，伏見の産土
うぶすな

神
かみ

とされる。その由緒は，式社内の御諸
みもろ

神社であると

も，九州の香椎宮であるとも言われるが，貞観４年（８６２）に境内から香水が湧

き出たことから，御香宮と称したとされる。 

文録年間（１５９２～１５９６）に豊臣秀吉が，伏見城の鬼門の守護として大亀谷
おおかめだに

に遷座したが，徳川家康が慶長１０年（１６０５）にもとの場所に戻した。境内に

は，本殿，表門（重要文化財）など，桃山文化を象徴する建造物が点在している。 

看聞日記では応永２３年（１４１６）以降，９月１日に御香宮祭礼が行われてい

たという記事が散見される。現在は神幸祭もしくは伏見祭と呼ばれ，毎年１０月上

旬に数日にわたっておこなわれる伏見随一の祭である。 

祭の初日と最終日の前日の２回，各町内から花傘が御香宮神社に集まる（花傘総

参宮）。かつて，村ごとに競って趣向を凝らしたという花傘は，今も町内ごとに工

夫をして作っている。また，最終日には，３基の神輿のほか，獅子，猿田彦
さるたひこ

命
のかみ

，

稚児行列，武者行列が，趣向をこらした大小の花傘が氏子各町から「アラウンヨイ

ヨイ…」のかけ声で参加し，夜遅くまで賑わう。 

また，現在の能楽堂は明治時代のものであるが，年１回御香宮神能が行われてい

る。 

このほか，淀や納所などの産土神として鎮座している与杼神社で毎年秋に行われ

る「淀祭」では，旧神社跡に向けて３基の神輿が担がれたのが始まりとされる神輿
みこし

渡御
とぎょ

が行われる。 
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エ 舟運を支えた地域における歴史的風致 

このように，伏見・淀においては，城下町の都市構造を骨格として，川という京

都の自然を生かした水運，名水を活かした酒造などの伝統的な人々の活動や神社な

どで行われる祭礼行事が現在もなお受け継がれ，酒蔵など歴史的な建造物を中心と

した町家群等が建ち並ぶ変化に富んだ歴史的町並みと一体となった風景が今もま

ちに伝統が息づいていることを感じる。 

 

⑵ 景勝地としての洛外 

京都の三山の麓の地は風光明媚な景勝地として古来より多くの人々が訪れた。平安

遷都以来これらの地には，自然豊かな風景を楽しむため，貴族の別荘や隠棲の居，門

跡寺院などの寺社が営まれた。またその風景は和歌や物語などの文学や絵画などの中

に描かれた。このような地は，次第に名所として意識されるようになり，室町時代に

は庶民がこれらの景勝地へ訪れるようになった。 

江戸時代になると，絵で見て楽しむ「都
みやこ

名所
めいしょ

図会
ず え

」などの発刊も手伝い，名所旧

跡詣でが盛んになった。洛外と呼ばれたこれらの地域は，三山の麓の美しい自然の中

に，寺社，庭園，史跡，あるいは和歌や物語などの文学の舞台のある場所として知ら

れ，地方から多くの人が京都を訪れた。そして，京都の人々は，京都の案内記や，京

都へ来訪した人々の中で定着した京都を通してこれらの地を再認識し，来訪者を迎え

る営みを続けてきた。 

この項では，嵯峨野を具体事例として，京都の洛外の景勝地に形成されている歴史

的風致を示していく。 

 

ア 具体事例：嵯峨野
さ が の

への景勝地詣で 

嵯峨野は，古来より景勝の地として知られてきた。嵯峨という地名が現れるのは，

平安京が営まれて間もなくのことで，平安京の原型とした唐の長安の近郊にある景

勝地「嵯峨山」（峨媚山）から得たのが地名の由来と言われている。この地域は，

船岡山や神楽
かぐら

岡
おか

と並んで聖なる丘の一つとされた双ケ丘，愛宕山
あたごやま

や小倉山などの

山々，豊かな清流を湛える大堰
おおい

川，一陣の風にさやさやと音を立てる竹林など，美

しい自然に恵まれた地域である。 

平安時代の嵯峨野は，貴族たちの狩猟の場だけではなく，美しい自然を愛で，そ

して親しむ別業地（別荘地）でもあった。 

西園寺
さいおんじ

公
きん

経
つね

の別業地を足利義満が譲り受け，その没後に開山された金閣寺

（鹿苑寺
ろくおんじ

），大徳寺実能が別業とした地に創建された竜安寺，光孝天皇の発願によ

って建立され宇多天皇が居を営んだ仁和寺
に ん な じ

，花園法王が別荘を喜捨して寺院とし，

その後文明年間に中興された臨済宗大本山の妙心寺，嵯峨天皇が営んだ嵯峨院が元
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になった大覚寺，後嵯峨上皇が営んだ仙洞
せんとう

嵯峨
さ が

御所
ごしょ

に足利尊氏が創建した天龍寺な

ど，嵯峨野をはじめとする洛
らく

西
さい

に点在する寺院の多くは，もとを辿ると皇族や貴族

などの別業地を前身としている。 

これらの寺社や庭園をはじめ，嵯峨野に広がる田園風景や農家，街道筋に立ち並

ぶ民家などと美しい自然とが融合し，洛中とは一味違う洛外の伸びやかで美しい景

色が織り成されてきた。 

そして，この嵯峨野は，様々な和歌や物語，謡曲
ようきょく

の舞台となった。例えば，「源

氏物語」の「賢
さか

木
ぎ

」の巻では，六 条
ろくじょうの

御 息 所
みややすんどころ

の娘の斎王の潔斎
けっさい

地として嵯峨野の

野宮が描かれている。「ものはかなげなる小柴垣」「黒木の鳥居どもさすがに神々し

う見え」と描かれた野宮神社は，黒文字の枝を竹に結んだ垣根，黒い樹皮をそのま

まに立てた黒木の鳥居のたたずまいを持ち，物語の中の野宮の遺風
いふう

を今日に伝えて

いる。また，明石女君が来京した際の住居が大堰川の川べりに設定されており，光

源氏が「大覚寺の南」に造作した「嵯峨野の御堂」（現在の清涼寺の地にあった棲
せい

霞
か

観
かん

がモデルとされている）にかこつけて明石女君に会いに行く様子が描かれている。

かつての大堰川の船遊びを偲ぶものとして，昭和３年に創始された車
くるま

折
ざき

神社の「三

船祭」では，川面に浮かべられた色とりどりの舟が平安の雅を思わせる。 

江戸時代には，これらの舞台が「名所」として人々に意識されるようになった。

そして，寺社への参詣とともに景勝地詣でが隆盛した。嵯峨野は今も清水寺周辺に

次ぐ京都を代表する名所となっている。 

寺社への参詣や景勝地詣でが盛んになるにつれ，それらの人々をもてなすための

産業が盛んになった。江戸末期に書かれた「筆満可勢
ふ で ま か せ

」では，大井川河畔に宿屋の

存在が示されており，また１８世紀頃に書かれた司馬
し ば

江漢
こうかん

の旅行記では，田楽茶屋

の存在が示されている。現在でも，地元の竹を使った伝統工芸品などの土産物屋や

料亭，料理旅館などが，嵯峨野，嵐山地域に点在し，和を基調とするそれらの建物

が美しい景色に溶け込んでいる。 

このように，嵯峨野の人々は，京の皇族や貴族が別業地を営み，また文学などに

表現される風光明媚な嵯峨野の風景を大切にし，この景勝地を訪れる人々をもてな

す営みが今なお続けられている。 
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写真2-112 西山から大沢の池，広沢の池 

 

図2-66 嵯峨野の景勝地 

大
沢
の
池 

大
覚
寺 

広
沢
の
池 



2－128 

 

 

(3) 京街道と京の七口 

京都では，１２００年前に平安京が成立すると，すべての主要な道が平安京に通ず

 

写真2-113 嵯峨野の風景 

 

 

写真2-114 大沢の池 大覚寺 

 

写真2-115 大堰川 渡月橋 

大
堰
川
（
桂
川
） 

天
龍
寺 

大
沢
の
池 

大
覚
寺 

 

写真2-116 嵯峨野の土産物店 

file:///E:/維持向上計画（各担当保存フォルダ）/小林/20090414源氏物語フォトCD（観光企画課）/GENJI_PHOTO_CD (Q)/photo/069.jpg
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ることになり，街道を通じて，京都で培われた文化が各地へ伝わった。 

これらの街道の京都の出入口は，京の七口と呼ばれ，時代によって変わるが，現在

も粟田
あわた

口
ぐち

，荒神
こうじん

口
ぐち

，鞍馬口
くらまぐち

など地名として残り，人々の生活と強く結びついている。

そして，これらの京都の出入口から各地に通ずる京都の街道には，鞍馬街道，若狭街

道，伏見街道，山陰街道，愛宕
あたご

街道，鳥羽街道などがありそれぞれに街道町や集落な

どが形成されている。 

この項では，京都に通ずる主要な街道を例として，そこに形成されている歴史的風

致を示していく。 

 

ア 鞍馬街道 

京都と丹波を結ぶ鞍馬街道は，物流の道として，また鞍馬寺・貴船神社への参詣

道として平安期から利用された。この街道には，貴船へ向かう貴船道との分岐があ

り，さらに北へ進むと鞍馬寺の門前町へ至る。 

図2-67 
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(ｱ) 鞍馬 

鞍馬街道の要衝地である鞍馬は，鞍馬川に沿

った山間の谷口集落である。平安遷都後，京都

北方守護の寺院である鞍馬寺が創建されてから

は，門前町として発展し，近世は，丹波からの

炭の集荷，中継地としても栄えた。 

 

ａ 寺社と門前町 

鞍馬寺は，８世紀に創建されたと伝えられ

ている。牛若丸（源義経）が修行をした地と

して知られ，木造毘沙門天立像などの，国宝

や重要文化財に指定された仏像や文書等が残

されている。鞍馬寺の境内にある由岐神社の

歴史も古く，天慶３年（９４０）にこの地に

鎮座したと伝えられ，豊臣秀頼により再建さ

れた拝殿は，桃山文化の建築として重要文化

財に指定されている。 

鞍馬の町並みを街道から見ると，周囲の

山々が屋根越しに見えて，山が町並みの背景

となり，合間に鞍馬川や川の向こうに広がる

畑地がみえかくれするなど，自然環境と一体化した町並みを形成していること

が分かる。その町並みを構成する民

家は，町家風民家が中心である。街

道の両側に建ち並び，連続性のある

町並みを生み出しており，中でも瀧

澤家住宅は，伝統的様式をよく残し

ており，国の重要文化財に指定され

ている。 

街道に軒を連ねる歴史的な民家で

は，江戸初期に成立した「雍州府
ようしゅうふ

志
し

」にも記載が見られる，鞍馬の特産品の「木

の芽煮」などが販売され，独特の香りが漂い，鞍馬寺の門前町としての風情を

かもし出している。 

 

また街道沿いには，由岐神社のお旅所がある。祭礼のときに神輿
みこし

が渡御する

ところであるが，日常は小広場として子供の遊び場にも使われており，住民に

とってなじみ深いところである。また，これら以外にも祠や地蔵堂が，町並み

写真2-117 鞍馬の町並みと自然 

 

図2-68 鞍馬街道 
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にとけこむようにしていくつか点在している。 

鞍馬川は，生活用水や非常の際の防火用水などに利用され，川面におりる石

段，川沿いに開かれた畑地や川原沿いのみち，せせらぎの音までもが複合しあ

い，優れた自然景観を生み出している。 

鞍馬のまちの背景をなす鞍馬山は，全山木々のおい繁る緑深い山であり，鞍

馬寺の神聖な寺領でもあり，また住民が山林業を営む場ともなっている。 

 

ｂ 鞍馬の祭 

こうした長い歴史を有し，門前町として発展してきた鞍馬の町並みのなかで，

地域の人々の手によって，伝統的な祭りが受け継がれている。 

時代祭と同じ１０月２２日の夜に行われる「鞍馬の火祭」（市登録文化財（無

形民俗文化財））は，「京都の祭礼」の項でも示している通り，由岐神社の祭礼

で，鞍馬のまちの各所に焚かれたかがり火の中を氏子の若者たちが大きな松明

を担いで練り歩く勇壮な祭で，京都の三大奇祭の一つと言われている。 

また，長さ４ｍもの青竹を大蛇に見立て切り落とす速さでその年の豊凶が占

われる鞍馬寺の竹伐り会（市登録無形民俗文化財）（「都
みやこ

名所
めいしょ

図会
ず え

」で紹介さ

れている）や初寅など，鞍馬の祭は毎年多くの人々で賑わい，街道筋の歴史的

な町並みと一体となって，独特の風情を醸し出している。 

 

(ｲ) 貴船 

鞍馬街道から芹生
せりょう

峠
とうげ

へ至る道へ入ると，そこは水の神を祀る貴船神社で知ら

れる貴船の地である。 

貴船神社は５世紀頃の創建と伝えられる古社で，現社殿は文久年間（１８６１

～１８６４）の造営である。古くから水神として信仰され，今でも農林漁業者や

醸造業者らの信仰が厚い。 

６月には貴船神社の例祭である貴船祭が行われ，神輿
みこし

が貴船町内を練る。その

日の午後には，奥宮にある船形石

で，地元の子供たちが忌み串を手

に「おせんどんどん」と唱えなが

ら船形石をめぐる千度詣が行われ，

貴船の自然と一体となって，歴史

的な風情を醸し出している。貴船

祭は古くは４月と１１月に行われ

ていた様で，延宝４年（１６７６）

に成立した「日次
ひなみ

紀事
き じ

」の中にも
 

写真2-118 貴船の納涼床 
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記されている。 

また貴船は，京の避暑地として栄えた地域であり，貴船神社付近の参道には料

理料亭が軒を並べ，貴船川の川床は，夏の納涼の風物詩となっている。 

貴船の川床の歴史は大正時代頃，京都と丹波を行き来する人や貴船神社への参

拝客たちを，川に床机
しょうぎ

を置いてお茶や食べ物などを出してもてなしたことが始ま

りといわれている。戦後になって今のような川床になり，料理旅館が増え始めた。 

貴船川の川面いっぱいに低く床を張る。足が浸かるほど水面に近いため，清流

の冷気と近くに聞こえる瀧の音を楽しみながら料理を味わうことができる。 

川床は，５月から９月末まで設けられ，真夏は市内より気温が５℃以上低い。

ここで楽しむ食事は，川の幸と山の幸を中心にした料理が中心であり，さわやか

な川のせせらぎが情緒を醸し出し，訪れる人々は市中を離れ，納涼の風情を楽し

んでいる。 

 

(ｳ) 鞍馬街道の歴史的風致 

このように鞍馬街道では，街道沿いなどに形成される町において，門前町とし

ての営みや，避暑地としての営み，またその町の中心となる寺社で行われる祭礼

などの営みが，寺社等の歴史的建造物や町並み，そして背後に広がる山々や川な

どの自然と一体となって風情のある環境を醸し出し，京と密接に関わってきた街

道の門前町としての往時の姿を伝統ある祭礼などを通して感じることができる。 

 

イ 若狭街道 

若狭街道は，京都の北部山間を経て若狭に

抜ける道である。平安京以来の古道で，若狭

で獲れた魚介類を京都に運ぶための重要な街

道であったことから魚街道，鯖街道と呼ばれ，

往来も多かった。また，この街道沿いの大原

などは自然風景豊かな山里として，貴人の隠

棲の地としても知られている。 

 

(ｱ) 大原 

ａ 貴人の隠棲地 

大原は，静かな山里であり四季の移ろ

い豊かな自然環境を持ち，かつては貴人

の別荘や隠棲地ともなっていた。街道か

ら西に入り進んでいくと姿を現す寂光院

 

図2-69 若狭街道 
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は，源平合戦の後，建礼門院徳子がその子安徳天皇の菩提を弔い余生を送った

地として知られる。また，街道の東に位置する三千院は，魚山
ぎょざん

声 明
しょうみょう

を伝える

ことで知られる。伝教大師最澄が比叡山の東塔南谷に開いた草庵に始まり，１

２世紀より宮門跡となり，梶井門跡とも称した。その時，天台宗の声明の道場

であった大原魚山（来迎院，勝林院，往生極楽院など）を管理することになり，

大原に政所を設けたのが現在の三千院の前身である。声明とは，お経に節をつ

けて詠むもので，宗教音楽であるともいわれる。往生極楽院阿弥陀堂（重要文

化財）はこけら葺の仏堂で，久安４年（１１４８）の造営と見られている。こ

の界隈は，現在は農業と観光を中心とした地区であるが，隠棲の里として特有

の雰囲気を醸しだす四季折々の眺めは市中とは違った趣がある。 

この三千院では，２月の初午大根炊きでは地元大原で栽培された大根が使わ

れ，多くの参拝者で賑わいをみせ，また，１２月には大原の地域で托鉢寒行が

行われ，師走を感じさせるなど，地域と結びついた様々な年中行事が行われる。 

 

ｂ 山里としての営み 

高野川の川上に開けた大原の里は，かつて貴人が好んで隠棲した地であった

ことからも分かるように，四季の移ろい豊かな自然風景を形成している。また，

伝統的な様式の農家建築などが今もなお残り，里山の風情を一層引き立ててい

る。この農家建築は北山における一般的なものであり，中規模の農家建築が建

てられるのは近世半ば以降と考えられている。 

夏には山に囲まれた青い稲田の中に赤紫の紫蘇畑が入り混じって織りなす

景色が美しい。この赤紫蘇は京漬物のしば漬けの材料にするもので，これ程た

くさんに作る紫蘇畑は珍しい。 

このしば漬けは，古くからの大原の特産で，その昔，寂光院
じゃっこういん

に住まわれた

建礼門院に土地の人が献上したところ喜ばれて，しば漬けの名を賜ったのがは

じまりだという。その歴史は古いようだが，元は自家用として漬けられていた

ようで，後に特産となり，明治後期に発行された「京都府愛宕郡村誌」には，

大原村の名産として紹介されている。 

大原でこの赤紫蘇を伝統的に作るのは気候条件が適しているからである。一

般に，紫蘇は夏の始めには赤紫蘇の美しい色をしているが，梅雨が明けて土用

に入り，気温が３０度を超すようになると色が褪せてくる。ところが大原では

夏でもそれ程気温が上がらないことから，夏の間，美しい色を保ち続ける。 

また，紫蘇の葉は，しなびやすいものであるため，地元で作る方がよいとい

うことも産地が大原から移動しない理由である。 
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街道から江文峠への道の傍らに，大原八ヶ町の総氏神である江文神社がある。

創建は不明であるが，井原西鶴の作品に当社の習俗が描かれており，また江戸

時代中期ごろに成立した「山州名跡誌」にその名があがっており，例祭や神輿

の存在も示されている。現在でも毎年５月に江文祭が行われ，神輿が担がれる。

また，ここでは，毎年９月，１５，６歳の青年によって踊る大原八朔踊（市登

録無形民俗文化財）が行われる。江戸時代中期に都を中心に流行した踊口説で，

夜 7 時頃，人びとは町名を書いた高張
たかはり

提灯
ちょうちん

を掲げ，出発の音頭を歌いながら

江文神社へと向かう。江文神社の石段下に，それぞれの町の提灯を掲げて集結

し，一同が伊勢音頭を歌いながら，石段を上がる。境内へは「寄せ歌」である

ションガイナを歌いながら入場する。続いて各町からの音頭取りが四方に斎
いみ

竹
だけ

を立て，注連縄
し め な わ

を張った屋台に上り，輪になって道念踊りを踊る。 

また，上野町の村堂である観音堂では，市の登録無形民俗文化財である「お

こない・お弓」が行われる。観音堂の創立及び「おこない・お弓」の起源は定

かではないが，祭礼の母体となっている座への加入については，近世中期の資

料に記載が見られる。さらに，５月には，大原観光保勝会によって大原女
お は ら め

まつ

りが行われる。大原女とは，大原の里に住み，薪などを頭に載せて京に売りに

出ていた女性である。３０年ほど前から始められた大原女まつりは，中世から

現代までの大原女装束をまとった大原女が，勝林院から寂光院までをパレード

する時代行列で，大原女の暮らしに息づく伝統衣装を今に伝える風俗保存活動

である。 

このように，大原では寺社等の祭礼のほか，紫蘇の栽培など歴史に根ざした

営みがなされており，寺社や農家建築とともに里山の風情を醸し出している。 

 

(ｲ) 八
や

瀬
せ

 

街道筋を大原から京都方面に向かうと，八瀬の集落に入る。八瀬は，比叡山の

ふもとに位置する山間の集落で，春の桜，秋の紅葉が有名で，風光明媚な名所で

ある。早くは比叡山延暦寺山門のため，のちには宮中の御大葬
ごたいそう

のときの駕
か

輿丁
よちょう

を

     

     写真2-119 大原の町並み              写真2-120 しそ畑 

写真①
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奉仕する村であり，その人々は今も八瀬童子の名で呼ばれている。 

八
や

瀬
せ

赦免地
しゃめんち

踊
おどり

（市登録無形民俗文化財）は，毎年１０月，八瀬天満宮の摂社

である秋元神社で行われる祭であ

る。別名燈籠踊りとも呼ばれ，も

とは，室町時代初期に始まった踊

りで，江戸中期に祠を建て，踊り

を奉納するようになったと伝えら

れており，明治後期に発行された

「京都府愛宕郡村誌」にその記録

がある。祭に使われる切子燈籠は，

動物などの図柄を透かし彫りにし

て作られたもので，現在４つの花

宿から各２基，合わせて８基出される。当日はこの切子燈籠を頭に載せた女装の

男性らが行列を組み秋元神社に向かう。踊りと踊りの間に俄
にわか

狂言
きょうげん

をはさむ点や，

切子燈籠に室町時代の風流踊りの面影を残している。 

 

(ｳ) 若狭街道の歴史的風致 

このように若狭街道では，街道に見られる集落などにおいて祭礼行事や伝統的

な農業などが行われており，これらが寺社等の歴史的な建造物や農家などの建造

物群，川や山などの自然風景が一体となって，穏やかな街道風景を形成している。 

そして，そこを訪れる人々に，京と密接に関わってきた街道の門前町としての

往時の姿を地元に伝わる風俗や祭礼などを通して，感じさせている。 

 

ウ 伏見街道 

伏見街道は，東山区五条を南下して，伏見に通じる街道である。豊臣秀吉が伏見

城を築城した文禄年間（１５９２～１５９５）頃，京と伏見を直結する道として開

かれたといわれている。沿道には東福寺や伏見稲荷大社，藤森神社など，著名な社

寺や景勝地が多く，参詣の道として江戸時代から旅人の往来が絶えなかった。 

中でもその代表格なのが，伏見稲荷大社である。伏見稲荷大社は，渡来系の秦氏

にゆかりの深い神社で，和銅年間（７０８～７１５）に創建された。この伏見稲荷

大社は，全国各地に祀られている稲荷神社の総本社であり，毎年初詣には，全国か

ら沢山の人々が参拝する。本殿（重要文化財），拝殿，権殿のほか摂
せつ

末社
まつしゃ

も多い。

山中の神蹟
しんせき

を巡拝するお山巡りの参道の数千本の鳥居は偉観である。 

稲荷祭は，平安朝からの伝統で，同社最大の祭典である。５基の神輿が，南区西

九条のお旅所に渡御し，還幸祭に京都駅周辺から松原通まで拡がる氏子区域を巡幸

して帰社する。この神輿は全国でも優美華麗なものとして知られる。江戸時代初期

 

写真2-121 八瀬の町並み 



2－136 

 

に書かれた「隔蓂記
かくめいき

」の中では，稲荷祭が華美であるという記載がある。 

伏見稲荷大社前の参道は古くから伏見稲荷大社への参詣人のための土産物屋や

料理屋などが軒を連ねて門前町を形成していた。寛政１１年（１７９９）発行の「都
みやこ

林泉
りんせん

名 勝
みょうしょう

図会
ず え

」には，初午
はつうま

のときの門前が描かれ，茶店等の様子やにぎわいの様

子が描かれている。現在でも，神具類の店や伏見

人形の店を始め，煙とともに醤油タレの焦げた香

りが参道に漂う雀の焼き鳥，狐煎餅など，門前町

として発展した伝統的な産業が受け継がれてい

る。 

伏見人形は，色をつけた素焼きの人形で，１６

世紀頃から売られており，伏見稲荷大社参詣の土

産物として全国に有名になった。安永９年（１７

８０）に発行された「都
みやこ

名所
めいしょ

図会
ず え

」では，門前

の店で伏見人形を販売している様子が描かれて

いる。伏見人形は，土人形の起源とされ，全国各

地でも模倣されて同様の人形が縁起物として作

られ，人気を博している。 

 

 

藤森神社（重要文化財・市指定有形文化財）は，平安期以前，神功皇后が軍旗や

武具をこの地に埋め神まつりしたのが始まりと伝えられ，菖蒲の節句発祥の神社と

しても知られている。５月の藤森祭では，朝から神輿３基が氏子内を巡行し，武者

行列が練る。端午の節句に武者人形を飾る風習はこの行事に由来する。この日，境

内では駈
かけ

馬
うま

神事（市登録無形民俗文化財）があり，馬上妙技が披露される。 

東福寺は，臨済宗東福寺派の本山である。三門（国宝）をはじめ，浴室，東司
とうす

禅

堂（選仏場
せつぶつじょう

），鐘楼（いずれも重要文化財）など貴重な建築が残る。龍吟
りょうぎん

庵
あん

方丈

 

写真2-122 伏見稲荷 参道 

 

 

図2-70 伏見街道 
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（国宝）は現存最古の方丈建築であり，方丈の周囲に枯山水の庭園をめぐらせる。

境内の通天橋は，紅葉の名所であり，寛政１１年に発行された「都林泉名勝図会」

にもその様子が描かれている。 

伏見街道には他にも，泉涌寺や石峰寺などの寺社や名所があり，街道はそれらの

名所を繋ぐ形となっている。それぞれの寺社において様々な祭礼などが行われてお

り，その街道沿い付近では，みやげ物の販売などの営みが行われており，街道沿い

の寺社などの歴史的建造物や町並みと一体となって，歴史的な街道筋の風情を形成

し，行き交う人々に，京と伏見を繋ぎ多くの人々で賑わっていた往時の街道の活気

を今もなお感じさせている。 

エ 山陰街道 

山陰街道は，京と山陰地方を結ぶ街道で，７世紀の駅制による行政区画「山陰道」

に由来し，その主要道が平安京に接続されたものが原型となっており，古くから物

流などを支える重要な陸路である。また，江戸時代に入ると山陰地方の諸大名の参

勤交替の行き来が見られた。 

 

樫原
かたぎはら

は，桂川西岸の山陰街道に沿う集落で，かつては山陰街道の宿場町であっ

た。本陣が残り，今もなお街道沿いの家々が当時の面影を残している。建築形式と

しては町家に近いもので，近世中期くらいからこのような形式の農家住宅ができて

きたと考えられる。 

樫原の家々は街道よりも

２～３ｍ程奥まったところに

建てられており，天井の低い

２階を持つむしこ造で，大屋

根の軒の出を深くして１階建

のような外観となっている。

街道と建物の空間は，物置，

旅行者の休息場所として利用

され，街道には障害物を置か

 

図2-71 山陰街道 

 

写真2-123 樫原の町並み 

図2- 山陰街道 
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ないようにされ，幹線街道として支障のない開放空間にされていたと考えられ，ま

ちなかの道とは異なる空間である。その中で，玉村家住宅（市指定有形文化財）は，

市内で唯一残る本陣遺構であり，また樫原宿の近世町家として評価される。 

三ノ宮神社は，発祥は不明であるが，おそらく古代からあると推測される樫原地

区の総鎮守で，明治時代に編纂された「京都府地誌」にも記載が見られる。境内に

は，地名の樫の古木があり，樫原の名称の由来とも言われている。５月の神幸祭は

江戸中期には行われていた祭りで樫原祭と呼ばれ，延宝４年（１６７６）に成立し

た「日次
ひなみ

紀事
き じ

」の中でも記されている。祭の日には神輿が担がれる。他にも，１月

の元始祭をはじめ，様々な行事が行われている。神社の前には国指定史跡の樫原廃

寺跡があり，現在は子どもたちやお年よりの憩いの場として親しまれている。 

このように，山陰街道では，街道町において行われる祭礼などが寺社などの歴史

的な建造物や宿場の町並みと一体となって，趣きのある風情を形成し，今もなお，

多くの旅人や商人が通ったであろう，街道筋の活気を感じさせている。 

    

オ 愛宕
あ た ご

街道 

愛宕街道は清涼寺の門前から西へ鳥居本
とりいもと

を経て清滝・愛宕山へ通じる道であり，愛

宕山山頂付近に鎮座する愛宕神社への参詣

路である。江戸時代の書物には，京都から

御室
みむろ

・清涼寺・清滝の順路で愛宕への道が

描かれており，愛宕山への参詣道として，

古くから多くの人々に利用されてきたこと

が分かる。 

 

(ｱ) 愛宕山と愛宕詣で 

西山の中核となる愛宕山は，火伏せの

神を祭る神山として畏敬され，この地を

代表する山として古くから月まいりの場所として人々に親しまれてきた。 

愛宕信仰は，愛宕山に鎮座する愛宕神社の愛宕神に対する信仰で，元来防火神

として崇められ，現在も同社の「火廼要慎」の護符を竈の上に祀る風俗があるが，

室町後期には愛宕大権現と称し，軍神ともなった。 

京都の市中には各所に愛宕燈籠があって，遥か西北の愛宕山権現を崇拝すると

ともに，家々の台所にはかならず「火廼
ひ の

要慎
ようじん

」の愛宕の祈祷札が貼られていた。

「伊勢には七度，熊野へ三度，愛宕山さんへは月詣り」とも言われ，山頂の愛宕

神社に火伏せを願って京都だけでなく全国から参詣者が訪れる。 

 

図2-72 愛宕街道 
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ことに７月３１日夜から８月１日午前明け方にかけて行われる通夜祭には，参

詣者が多く，一の鳥居のある嵯峨の鳥居本から，山頂まで，人の列が続く。この

日のお参りは千日詣と呼ばれ，延宝４年（１６７６）に成立した「日次
ひなみ

紀事
き じ

」の

中でも記されている。一日で千日の参詣に匹敵すると言われており，参詣者は火

災除けの護符と樒
しきみ

の枝をうけ，これを家に持ち帰って神棚やおくどさんに祀る。 

 

(ｲ) 嵯峨
さ が

鳥居本
とりいもと

 

愛宕街道沿いに位置する嵯峨鳥居本

は，室町末期頃，農林業や漁業を主体

とした集落として開かれた。その後，

江戸時代中期になると，愛宕詣の門前

町としての性格も加わり，江戸時代末

期から明治・大正にかけて，愛宕街道

沿いには，農家，町家のほかに茶店な

ども建ち並ぶようになった。 

地区の中ほどにある化
あだし

野
の

念
ねん

仏寺
ぶつじ

を

境として上地区と下地区に分けると，

愛宕神社の一の鳥居に近い上地区は主

としてかや葺の農家風，下地区は町家

風の建物が周囲の美しい自然を背景に

建ち並び，すぐれた歴史的環境を形成

している。 

この地区では，毎年８月に町内の地蔵盆と化野念仏寺の千灯供養が行われる。

この千灯供養は，明治３８年（１９０５）に始まり，当初は２４日の地蔵盆に行

ったが，近年は８月２３日，２４日の２日間行われ，京都の夏の風物詩となって

いる。また，これらに加えて，化野念仏寺付近で愛宕古道街道灯しが同じ日に行

われる。愛宕神社一の鳥居から祇王寺までの街道筋に，およそ５００を数える提

灯が灯され幻想的な世界が演出される。 

 

(ｳ) 愛宕街道に見る歴史的風致 

このように，愛宕街道においては，通夜祭をはじめとする愛宕詣での営みや，

その街道沿いにおいて行われる様々な祭礼が，寺社等の歴史的建造物や街道沿い

の町並み，また信仰の山の風景と一体となって，厳かでありながらも人々の信仰

とともに親しまれてきた参詣道としての街道の風情を，今もなお感じることがで

きる。 

 

 

写真2-124 嵯峨鳥居本の町並み 
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カ 鳥羽街道 

鳥羽街道は，淀から始まり，鴨川，西高瀬

川の東に沿って鳥羽離宮跡のそばにある小枝

橋を北上し，平安京の表玄関であったかつて

の羅城門まで続く道である。平安京建設と並

行して作られた「鳥羽作り道」が鳥羽街道と

して受け継がれた。そして，平安京が建設さ

れた時，都の南方に鎮まり国の守護とされた

のが，城南宮である。現在では，方除け大祭

や曲水の宴などの年中行事が行われる。 

鳥羽街道は陸路であるが，納所や横大路あ

たりで西国からの水路と結ばれていことから，

このあたりは運送業者や宿屋が軒を並べ大い

に賑わいをみせていた。また，この街道沿い

には上鳥羽村や下鳥羽村という集落なども形

成され，現在でもこれらの界隈には歴史的建

造物である農家や町家などが残っており，当

時の面影を残している。これらの農家は町続

きの街道沿いの農家住宅であり，建築形式と

しては町家に近いもので，近世中期くらいか

らこのような形式の農家住宅が形成されてき

たと考えられる。 

街道の両側の民家は，少し高い石段の上に建てられている。上鳥羽から下鳥羽に

かける，鴨川，桂川，西高瀬川の合流地点で，大雨となると川が溢れたからである。

また，古くは京の伝統野菜である九条葱や壬生
み ぶ

菜
な

などの野菜が多く採れたが，それ

は水つきによって土地が肥えていたためだと言われている。 

また，平安京の南部に当たる地域は，水運業の発展や豊かな質の高い伏流水に恵

まれていたこともあり，かつての下鳥羽村の集落が形成されていた地の街道沿いで

は，創業３００年余りの最も古い歴史を持つ蔵元の一つである増田德兵衞商店など

が，酒蔵や主屋の軒を並べている。ここでは，現在でも酒造が行われており，軒下

に吊るされた杉玉が酒造りの家としての風情を醸し出している。 

また，ここは，かつては京から大阪や西国の地へ赴く「お公卿さん」達の中宿も

つとめた由緒ある旧家でもある。 

このように，鳥羽街道では，街道沿いの民家において古くから行われ，今なお続

けられる営みが，歴史的な町並みと一体となって，行き交う人々に，趣きある往時

の街道の姿を今に感じさせている。 

 

図2-73 鳥羽街道 
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写真2-125 鳥羽街道と増田德兵衞商店 

 

キ 京街道と京の七口に見る歴史的風致 

このように，京都における街道沿いの地域は，寺社などの歴史的建造物を中心に，

祭礼行事をはじめとして，地域特有の伝統的な人々の活動が現在まで受け継がれ，

町並みや，山，川といった自然環境と一体となって，地域特有の歴史的風情を醸し

出している。 

それぞれの街道は京から全国に通じる道であったことから，これらの地域におけ

る人々の営みはこれまでに述べてきたように京の文化や京の人々の生活とも繋が

りがあり，そこで営まれる人々の営みは京とともに歩んできた往時の姿を今に伝え

ている。 

 

⑶ 山や野にみる歴史的風致 

三方を山々に囲まれてい

る京都は，これらの山々やそ

の裾野，そして平野部などに

おける営みと関わりながら，

発展を遂げてきた。 

この項では，京都の山や野

で営まれる生業を具体事例と

して，これらの山や野におけ

る歴史的風致を示していく。 

 

ア 京都の三方の山々 

京都は三方の山々に川

筋のある特長的な風土を有しており，このような風土が生み出す盆地景は，先人達

が原風景として捉えてきた歴史的風致の基盤とも言うべきものである。また，この

三山は，古くから信仰の山でもあり，自然を大切にする精神を培ってきた。 

 

写真2-126 山の風景 
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北部の山地は北山と呼ばれ，市域の最高峰である皆子山，峰床山，三国岳といっ

た９００ｍ台の頂とその前面に標高４００から６００ｍの山々が連なっている。 

東部の東山は，比良山系の南に続く比叡山を最高峰として始まり，稲荷山で終わ

る「東山三十六峰」が横たわるが，大文字山から音羽山・醍醐山へ続く尾根も東山

山地を形づくっている。 

西部の西山は，愛宕山から標高４００から６００ｍの山並みが保津川を挟んでポ

ンポン山に続いている。 

また，中山間地域は，山林，農地，民家群がセットになった美しい農山村集落の

風景がみられるのも京都の特長である。 
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図2-74 京都の山 

 

イ 具体事例 

(ｱ) 生業の野：京野菜 

京都は海から遠く，海産物の運搬は難しい。このため，当時，世界でも有数の

大都市であった平安京では，食生活を保つために野菜づくりが重要となり，洛外

の地が野菜の生産地として開拓されてきた。また京都には，朝廷や寺院への献上
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品として，全国各地から優れた野菜の種や生産技術が集まり，品種改良も行われ

てきた。さらに，精進料理の発達なども手伝い，全国から集まったそれらの野菜

が京都で育成され，根付いた。 

それに加え京都には，四季の移り変わりが明瞭であること，昼夜の温度差が大

きいこと，地下水が豊富で豊かな土壌であったことなどの好条件がそろっており，

このような環境が今日の京野菜を育てていった。昭和６２年（１９８７）に京都

府が３４種を「京の伝統野菜」として選定したのをはじめに，平成２１年現在で

は，４０種にまでその数を増やしている。 

昨今，いつでも，どこでも画一化された野菜が出回っており，野菜の季節感が

なくなっている中，京野菜はその季節でしか味わえない昔タイプの野菜と言え，

季節なくして京野菜を語ることは不可能である。春は，朝掘りの京たけのこや花

菜。夏には，賀茂なす，鹿ヶ谷かぼちゃなどの果菜類。秋には丹波松茸。冬には

九条ねぎ，京せり，千枚漬の原料となる聖護院かぶなど，その季節限定野菜が登

場する。また，京料理や京漬物においても季節の野菜で内容が変わり，旬が味わ

える。京野菜は，京都の食文化を支え，京野菜を食することで，季節を愛で感じ

ることができ，京都の人々にとって欠かせない存在である。 

京野菜の中の１つで，九条ねぎがある。九条ねぎの栽培の歴史は古く，１２０

０年以上前に京都に導入され，その後，現在の京都市南区九条付近で品質のよい

ねぎが栽培されたことから，九条ねぎの名がついたとされている。承和５年（８

３８）の「続日本後紀」などに九条ねぎと想定できる記録があるほか，近世にな

ると江戸初期に成立した「雍州府
ようしゅうふ

志
し

」に東寺の付近よりやや東南部にあたる東・

西九条付近のねぎの記載がある。九条ねぎの伝統的栽培は，大変手間暇のかかる

仕事で，秋に種を蒔き，３月頃まで苗床で育て，仮植えをし，７月下旬頃から１

ヶ月ほど掘り上げて稲を干すように，約１ヶ月間天日で乾燥させる。収穫までに

は１年以上の月日がかかる。現在でも鳥羽街道周辺などで作られており，街道沿

いには町家や農家が建ち並び風情ある歴史的風致を形成しているほか，九条周辺

などでも作られている。 

春の京野菜を代表する京たけのこは，江戸時代に道元禅師が中国から持ち帰り

長岡京市奥海印寺に植えたと伝えられており，明治時代に記された「京都府園芸

要鑑」によると，現在栽培が盛んな西山地区には，寛政年間（１７８９～１８０

０）に導入されたとされている。この地域では，高度な栽培技術と１年を通じて

の徹底した竹林管理がされている。秋から初冬にかけては竹藪に藁を敷き，肥料

を施しては客土をかぶせてゆく。手間に手間を掛けた土はやわらかく，足が埋も

れてしまうほどである。たけのこを掘る道具は，つるはしの刀の部分をさらに長

くしたような独特のもので，たけのこが土にまだ顔を見せない状態で掘り当てる。

この地域は，山並みを背景にしたすそ野と田園が広がる集落で形成されており，



2－145 

 

伝統的な様式を残す農家をはじめとする町並みが形成されている。 

夏の京野菜を代表する賀茂なすは，洛北の上賀茂周辺で作られている。起源は

明らかではないが，江戸初期に成立した「雍州府志」の「雑菜部」の「なす」の

項にある丸くて大きいなすが，賀茂なすと考えられている。４月上旬に植えつけ，

７月上旬から８月下旬に収穫される。 

また，この地域では賀茂なすや水稲の後に，秋の終わりごろ収穫されるすぐき

菜の生産も行われている。漬物のすぐきは，しば漬，千枚漬と並んで京都の三大

漬物の１つと言われている。起源は定かではないが，江戸時代初期の「日次紀事」

には記載があり約３００年前には既に漬物として評価を得ていたことが分かる。

もとは社家のみで栽培されていたもので，現在でも地域的に限られた状況で栽培

され，栽培についての文献は無く地元住民の口伝にのみ伝えられている。収穫さ

れたすぐき菜は漬物に加工される。根の部分の皮を剥き，塩で予備漬け，本漬け

した後にむろに入れられ醗酵させる「むろ作業」を行う。これらの作業の加減な

どは長年の経験による秘伝となっており，すぐき菜の生産地が限定されている理

由の一つとなっている。この地域は，上賀茂神社に使える神官の住居（社家
しゃけ

）と

農家が混在し，発展した地域で，今も落ち着いたこれらの歴史的建造物群が雰囲

気を漂わせている。 

 

秋冬の京野菜を代表する聖護院だいこん・かぶは，１０・１１月からが収穫時

期である。聖護院だいこんは，文政年間（１８１８～１８３０）に現在の左京区

聖護院に住む農家が黒谷の金戒光明寺に奉納されただいこんを譲り受け栽培した

のがはじまりとされる。現在は，京都府下や他府県での生産が増えているが，市

内でも生産されている。聖護院かぶは，千枚漬の原料となり，御所の料理人であ

った大黒屋藤三郎が慶応元年（１８６５）に考案したと言われている。千枚漬け

は，京都の冬を代表する漬物である。 

 

図2-75 すぐき菜の代表的な生産地（上賀茂） 

すぐき菜の生産地（上賀茂） 
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これら京野菜の生産が営まれている周辺の農家住宅は町続きの街道沿いなど洛

中に近く，建築形式としては町家に近いもので，近世中期くらいからこのような

形式の農家住宅が形成されてきた

と考えられる。 

農家が収穫した京野菜は，流通

の進歩により全国各地に出荷され

ているが，京都市内では，かつて

大八車に載せて，直接各家庭に売

りに回っていた「振り売り」が，

軽トラックに形を変えて続けられ

ている。また，各季節の京野菜の

収穫期には，農家の軒下による直

売が行われており，市民のみならず，訪れる人々の食卓を彩り，味覚はもとより，

本来の日本の季節感を楽しませている。 

 

このように，京野菜の生産や販売などの営みは，伝統を守りながら今もなお受

け継がれ，それらの営みは，昔から変わらない人々の京野菜に対する姿勢を感じ

させる。そして，周辺の農家住宅等の歴史的建造物，背後の山々の風景が，農業

が行われている田畑を包み込んでおり，京野菜の歴史を感じさせる。 

さらに，京野菜を通じて京都の食文化を支える活動は，京都市内全体における

人々との交流を通して，趣のある風情を醸し出している。 

 

 

 

写真2-127 振り売り 
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東寺かぶ 

 
通年 
 
通年 
 
通年 
 
保存 
 
現存しないも
の 
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「京の伝統野菜」の定義 

１． 明治以前の導入の歴史を有する。 

２． 京都市域のみならず府内全域を対象とする。 

３． たけのこを含む。 

４． キノコ類，シダ類（ぜんまい，わらび他）を除く。 

５． 栽培又は保存されているもの及び現存しない品目を含む。 

季節別「京の伝統野菜」一覧 
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   (ｲ) 生業の山 

ａ 北山の林業 

京都北山地域は，京都市街地の北西部に広がり，「北山杉」として全国に知

られた磨丸太生産を特徴とする日本でも有数の林業地帯である。谷沿いの斜面

はいずれも急 峻
きゅうしゅん

で，水田や畑地として利用できる谷底の平地は非常に狭隘
きょうあい

であったことから，集約的な林業が営まれてきた。１年を通して気温が低く，

ほどよく湿り気の多い空気が，北山杉を育てるのにこの上ない条件を作り出し

ている。 

なかでも中川・杉坂・真弓・大森といった集落周辺では，杉材の生産が盛ん

に行われた。 

北山杉の林業地域は，京都の「近郊山村」というべき位置に立地し，古くか

ら京都の経済と密接に結びつく形で生業が営まれてきた。北山杉の歴史は古く，

約６００年も前の応永年間（１３９４～１４２７）までさかのぼる。近世以降，

これらの地域は茶室建築や数寄屋造り建築の需要の高まりと併せて，床柱や垂

木などの建築用木材の供給地となった。天明７年（１７８７）に発行された

「拾遺
しゅうい

都
みやこ

名所
めいしょ

図会
ず え

」には，北山杉の川流しの様子が描かれている。 

北山杉の木材は，磨き丸太という，樹皮をはぎとった丸太を砂できれいに磨

きあげた無垢の状態で用いられることに特徴がある。加工によって形状を修正

することができないため，育林時に一本一本の杉木を用途に応じてまっすぐに，

太すぎず，細すぎず，そして美しく節のないよう慎重に育てる必要がある。こ

のような手間暇をかける生業が代々に渡って受け継がれ，そして今も行われて

いるのである。 

  

 

 

 

写真2-129 北山杉の磨き 
 

写真2-128 北山杉 
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ｂ 林業を支える建造物群 

この辺りでは，北山杉の斜面地に囲まれた狭隘な地に集落が形成されている。

このため，作業場を敷地内の前庭などに取る必要があり，広い前庭と対照的に

屋内の土間は非常に狭い。このような，独特の配置と内部構造を持つ歴史的建

造物である茅葺民家などが伝統的集落の佇まいを今に伝えている。 

また，川に沿って長く建ち並ぶ乾燥小屋の眺めは壮観である。多くは木造２

階建てであるが，建物全体を包み込む大きな屋根の連なりは見ごたえがある。

北山杉丸太の乾燥小屋は，全国的にも類例を見ず，その存在はきわめて珍しい。 

 

 

このように，現在も続けられている林業によって形成された，まっすぐ上に

伸びる北山杉の美しい人工林風景が，磨き丸太の乾燥小屋などの生業に関わる

施設や民家とともにこの地域の集落特有の町並みが形成しており，京都の伝統

産業の技が今もなお，綿々と受け継がれていることを感じさせている。 

 

 

 

写真2-131 茅葺民家 

 

写真2-130 乾燥小屋の眺め 


